
大分工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 工学実験基礎
科目基礎情報
科目番号 31S119 科目区分 専門 / 必修
授業形態 実験・実習 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 情報工学科 対象学年 1
開設期 後期 週時間数 2
教科書/教材 本学科で作成した実験･演習マニュアル
担当教員 西村 俊二
到達目標
(1) 簡単ラジオの製作を体験することにより，ものづくりを体験し，器具を使うことができるようになる．また， レポートを書くことができる
．(レポート１，実験への取組状況)
(2) 工学の実用例に触れる企業見学を通して，実社会での技術者の仕事を理解できる．(レポート3)
(3)CADの基礎を実技を通して学ぶことによって簡単な図面を書くことができる．（レポート2， 実験への取組状況）
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

簡単ラジオの製作 簡単ラジオ以外の製作もできる マニュアルに従って簡単ラジオの
製作ができる 簡単ラジオの製作ができない

CADの基礎 CADで複雑な図形を描くことがで
きる

CADで基本的な図形を描くことが
できる CADによる図形の描画ができない

キャリア教育
自分が理想とする技術者像をイメ
ージし，そのために学ぶべきこと
を意識できる

実社会での技術者の仕事内容を理
解できる 技術者の仕事内容を理解できない

取組状態
実験中を進める上で発生した問題
に対して，自ら積極的に解決法を
見つけて実験を進めることができ
る

実験中を進める上で発生した問題
に対して，教員の助けを借りて解
決法を見つけ，実験を進めること
ができる

実験中を進める上で発生した問題
に対処できず，実験を進めること
ができない

学科の到達目標項目との関係
学習・教育到達度目標 (D1)
教育方法等

概要

情報工学科は情報技術を主とする学科であるとともに，「ものづくり」を重視している学科でもある．この科目では,「
簡単ラジオの製作」を行うことにより「ものづくり」の一端を学習し，工具の使い方を覚える．また，「ものづくり」
に不可欠な関数電卓の使い方を学習し,さらに「ものづくり」の際に技術者同士の連携を図るために必要な図面を読めて
,書けることを目標にCADによる製図を体験・学習する．実験スキル評価シートを用いて評価を行った結果を取組状況の
評点とする．

(科目情報)
授業時間 19.5時間
関連科目 工学実験Ⅰ，工学実験Ⅵ

授業の進め方・方法 第1～5週：簡単ラジオの製作, 第6～7週：関数電卓の使い方, 第8～12週：CADの基礎, 第13週：キャリア教育

注意点

（履修上の注意）
　(1) 全てのテーマについて積極的に取り組むこと．
　(2) レポートは期限を確実に守り，指示された要件を必ず備えること．
（自学上の注意）
　次回の実験内容について実験・演習マニュアルを予習しておくこと．

評価
授業計画

週 授業内容 週ごとの到達目標

後期

3rdQ

1週 1.安全教育，簡単ラジオの製作
実験を安全第一で行えるようになる．
簡単ラジオを製作することにより，基本的なものづく
りを体験し，工具の使い方を覚える．

2週 1.簡単ラジオの製作
　・作業の説明

簡単ラジオを製作することにより，基本的なものづく
りを体験し，工具の使い方を覚える．

3週 1.簡単ラジオの製作
　・各種工作器具の使い方

簡単ラジオを製作することにより，基本的なものづく
りを体験し，工具の使い方を覚える．

4週 1.簡単ラジオの製作
　・組立て作業

簡単ラジオを製作することにより，基本的なものづく
りを体験し，工具の使い方を覚える．

5週 2.レポートの書き方（レポート1） 工学実験におけるレポートの書き方を覚える．

6週 3.関数電卓の使い方 工学を学ぶ場合に数値計算に便利な関数電卓を使うこ
とができる．

7週 3.関数電卓の使い方（小テスト） 工学を学ぶ場合に数値計算に便利な関数電卓を使うこ
とができる．

8週 4.CADの基礎 コンピュータを使った製図の基礎知識を獲得し
，CADによる簡単な図面の書き方を覚える．

4thQ

9週 4.CADの基礎 コンピュータを使った製図の基礎知識を獲得し
，CADによる簡単な図面の書き方を覚える．

10週 4.CADの基礎 コンピュータを使った製図の基礎知識を獲得し
，CADによる簡単な図面の書き方を覚える．

11週 4.CADの基礎 コンピュータを使った製図の基礎知識を獲得し
，CADによる簡単な図面の書き方を覚える．

12週 4.CADの基礎（レポート3） コンピュータを使った製図の基礎知識を獲得し
，CADによる簡単な図面の書き方を覚える．

13週 5.キャリア教育 情報工学に関連する企業の業務の例を学習し、社会に
おける情報工学の位置づけの一端を知る．

14週



15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 工学基礎

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

工学実験技
術(各種測定
方法、デー
タ処理、考
察方法)

物理、化学、情報、工学における基礎的な原理や現象を明らかに
するための実験手法、実験手順について説明できる。 1

後1,後2,後
3,後4,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12

実験装置や測定器の操作、及び実験器具・試薬・材料の正しい取
扱を身に付け、安全に実験できる。 1

後1,後2,後
3,後4,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12

実験データの分析、誤差解析、有効桁数の評価、整理の仕方、考
察の論理性に配慮して実践できる。 1

後1,後2,後
3,後4,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12

実験テーマの目的に沿って実験・測定結果の妥当性など実験デー
タについて論理的な考察ができる。 1 後5

実験ノートや実験レポートの記載方法に沿ってレポート作成を実
践できる。 1 後5

実験データを適切なグラフや図、表など用いて表現できる。 1 後5
実験の考察などに必要な文献、参考資料などを収集できる。 1 後5

実験・実習を安全性や禁止事項など配慮して実践できる。 1

後1,後2,後
3,後4,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12

個人・複数名での実験・実習であっても役割を意識して主体的に
取り組むことができる。 1

後1,後2,後
3,後4,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12

共同実験における基本的ルールを把握し、実践できる。 1

後1,後2,後
3,後4,後
6,後7,後
8,後9,後
10,後11,後
12

レポートを期限内に提出できるように計画を立て、それを実践で
きる。 1 後1,後2,後

3

分野横断的
能力

態度・志向
性(人間力)

態度・志向
性

態度・志向
性

企業等における技術者・研究者等の実務を認識している。 1 後13
企業人としての責任ある仕事を進めるための基本的な行動を上げ
ることができる。 1 後13

企業における福利厚生面や社員の価値観など多様な要素から自己
の進路としての企業を判断することの重要性を認識している。 1 後13

企業には社会的責任があることを認識している。 1 後13
企業が国内外で他社(他者)とどのような関係性の中で活動してい
るか説明できる。 1 後13

調査、インターンシップ、共同教育等を通して地域社会・産業界
の抱える課題を説明できる。 1 後13

企業活動には品質、コスト、効率、納期などの視点が重要である
ことを認識している。 1 後13

社会人も継続的に成長していくことが求められていることを認識
している。 1 後13

技術者として、幅広い人間性と問題解決力、社会貢献などが必要
とされることを認識している。 1 後13

技術者が知恵や感性、チャレンジ精神などを駆使して実践な活動
を行った事例を挙げることができる。 1 後13

高専で学んだ専門分野・一般科目の知識が、企業等でどのように
活用・応用されているかを認識できる。 1 後13

企業人として活躍するために自身に必要な能力を考えることがで
きる。 1 後13

コミュニケーション能力や主体性等の「社会人として備えるべき
能力」の必要性を認識している。 1 後13

評価割合
試験 発表 相互評価 取組状況 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 30 0 70 100
基礎的能力 0 0 0 10 0 10 20
専門的能力 0 0 0 10 0 50 60
分野横断的能力 0 0 0 10 0 10 20


